
 
 
 
 

　総則・評価特別部会　取りまとめ（案）から　④ 

 　　 

 

　　 

調整授業時数制度の具体化　その４ 
 
５　裁量的な時間（研究・研修等枠）の要件 
 
（１）当該学校の教育課程の編成・実施に係る教師の資質・ 

能力の向上や、学校の組織的な対応力 
の向上を通じて、児童・生徒の学習改善や教師の指導 
改善に直結する取組であること。 

（２）各学校の学校教育目標・教育課程編成に係る基本方 
針・年間指導計画等に基づく組織的・計画的な取組で 
あること。 

（３）研究・研修等の趣旨・目的や内容が事前に計画され 
るとともに、管理職等により実施状況が適切に把握されるものであること。 

 

◆　今回の「研究・研修等枠」は、「児童・生徒の学習に充てる時間の一部を、教育の質の向上に直結

する学校の研究・研修等に充てる」性質があり、それに相応しい質が確保された取組とする必要が

ある。そのため、要件の 2.3.も踏まえ、管理職等が研究・研修等の内容を適切に把握し、組織的・

計画的に実施することが不可欠であり、以下の運用とすべきである。 

 

➢　教育課程に係る時間を一部活用して行う組織的な研究・研修等の取組であることから、各学

校・学年で同一の時間帯に実施することを基本とする。 

 

➢　その上で、教師自身の課題解決や学年・教科・分掌等の役割を一層重視し、研究・研修等

の内容を適切に把握し、勤務時間管理が適切に行える場合には、同一の時間帯で教師ごとに

異なる取組を行ったり、学年・教科・分掌等ごとに時間帯を分けて実施したりするなどの取

組も可能とする。

源 流 
第３２４号　　教育長　　儘田　文雄 

人生の宝 

 

 

 

 

  
 
 

※ 長じるにつれ、こうありたいという強い願望をもって日々を過ごすことで、魂を磨きたいものです。 

京セラ名誉会長、ＫＤＤＩ最高顧問、日本航空名誉顧問　稲盛和夫 
 

つらいこともあった、楽しいこともあった、いろんなことがあった。それらのこと
に遭遇しながら生きてきて、どういう魂になったのか。それが人生の宝であり、人生
の目的ではなかろうか。 

　　　　　　　　　　出典：「稲森和夫一日一言　運命を高める言葉」（稲盛和夫著　致知出版社）


